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ま え が き
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以 上
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面平  さようは、主に珂困先生のち言古を伺あ・うというこ

と一で、 どうもありがとうご’ざいます。将来タ曳レてお・＜も

のですがラ、初めがうだんすごん一…．

 先生のお’生ま4／しは何年で’すグ。

河田 ／9／／年2月2日で’す。

面平 ビちら。

河田．和歌ム県。和歌ム市なんです、生まルは、

曲平  じ’や、佐藤先生と同郷人。

河田郷里は速今んです。心やじ’バあつちこ。ち転々と．

している今、ので“すがザす1まτ・まあ・や川和歌ムにあ・1

ア1とくに生まれtlというばけで、郷里は香川県になフて

持つまず。本当のち㌧や川郷里は為岡県はんです。
画平．それで、中学’．ぐらいはどろら。

河田 一中学入っ†二のは、埼玉県の熊谷中学。名簿には裁

ってまゼんボ、3年までいて、斗午を1年ノ金沢てや；τ・

んです．石川県の弟一中学。 ／年間いτ；わけです。斗年

がら第四高等学棟、回高。 それか弓束北た学。

面平  ゴ卒業は何年。

河田 昭和8年です、／933年。

画平 先生はいつゴろから税訂の分野にというが、そう
い．うことに興味をあ’持ちになって…・’’’9

河田ぼくは尺学に×1てすぐ、7一ソェ秘教にと・つ
かれτこんですよ。非帯に早く専門化しちゃフて。あれは

よくτよいんですね、いま考えると。論文はにくさん書い

τこけ牝ビ6、くボらん論文を学生時付にも書いτこりして、

早く専門仏レたのはいいことじゃすよがっ仁ヒ思う1んです

よ。紹。句、若（学のはがの勿、野をあま／ノやらアよかフτ；から
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非常に快いですからね。フーリエ級数をや、ていて、問
題が丁よくナよつτ二んですよ．（笑）・㍑話をしているヒあ・6

し弔いんドけ牝ビも、それは閃俵アよいがザー。

、箱局、叙学に臼ノかヒしては紀望を感じτこんで万よ。 そ

れから、時せバ時世で戦時体例ですヵ・ら、フーリェ級牧
の収束問題なんというものバー俸！州芝に立フーのが、怠

り未があ る．のかヒ いう ことに尺いに長足岡を碕。 て しよ つ て、

何ヵ・直骨に役に立つことの方一ボ欠享ドという気に才よフた

わけで’す。それで統計に神フτ二んですよ。

 あのこう、ちょうど確率論がでざτこ；るで“、それには

尺いにひか牝τ；。とにかく．勉強．し亡こことと役に立仁セτ；

いしいう気ギあ・て、東京の第一生命にかわ・τ；ん・です。

力・わフ rこのは／9手／年、 ちょ う ど戦争バ女今よつ すこときで’す。

目名利／1年に第一生命。もうそのとぐには、教学はあウら

あようとしtこんで’すよ。

画平  その前に、東北た掌では先生のこうはど’ういう多ζ

援とカ・、教室の雰囲気は。

河田 私の先生は、曝原松三評先生ばんですけど、う。
ばら数学解析のゴ搾等を受けブこわけです。学生の3年グ

ころにコレモーコ“ロブの浦文を読んで、それから定は破率

論にひか牝τこんですけ札ビも、確率請にして舌まボ側の

コ1レしゴロフの本が出て才よいころで、非常に苦労しまし

すこ。確率空間のこともはっ3り†・牝ていτよくて、非常に

苦労し†こんです。と同時にネイマンの論文を競わ筏倉バ

あフて、それで統計に6ぴか㍑し1二。それでも確率あ
言甫文を幾つか書い丁ニノ）です。

 しヵ・し戦争に1よ1て、．何ブ1・セオリ．テ／カ1川二とよ

llも、少しアプリケーションをやろべ亨じゃすよいかとい
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うように思って、思いη、て第ノ生命1こかわっ仁。これ
は て う い う 臼／かの学問的ナよ理由の は ヵ・にも い ろ い ろ ヒ 矛里

中老あつ†このですバ。

画平 索尤、欠字で’は、確率論とカ・統計というのはどうい

つ・…一。

分田 自ノかで勉強していτニビけで一・一…。

面平 文学の先生はいら。しゃらすよかつ仁？

河田 当時穴学にはそういう雰圃気は全くなかバこ。私

力べ初めですよ。τこがら、確率論をやろうと思い、最初に

詣邑んドのは、潰立し裸一郎一先生の「一確率誘「・、それからア・・

レヴ’イ o）「カ1レク1レ・一デ・プロノぐビリテ」 しい う本が、

／92ヶ年に式でいるんで、それを見τこんですけビ、全くわ

がら†よいんですよ。確率空間に当τこるものはア〉・†ソフ“

1レというように考がれていて、全くわからない。だから、

まあ盲滅法に論文を苑んだという二とですね。

 ／チ39年か手0年、・そのころに・不思議に卸しい数理競計

あ雰岡気と．いうのが域てさτ＝んですね。こ札はフィッシ

ャーに．よるr研免者ハニ舳統計勾方法』の流布による
ものと思うんで’す。ウィ1しクスのプllシス←ンの講義の

『スタディステイカレ・インワテレンス』というのバ人
1’

ﾄさて、そして私はそれを勉強レて、散理練訂という
のはどういうものがということ・バ、去・ぼ． ?ｰすよバらわヵ・

って享丁ζということです。

 地川秀バどうして姉ザこヵ・矢口らナよいんですけ牝ど6、

同ビころにμり君バ盛ルに純計を一や1ていて、液は、采先

訂科学研究倉というものいくっ十わけです。ぼくはん
かもそれには大いに賃成して、ず’い．ゴん協力しτこんです、

でさτこのは、 沿そ らく斗◎午こ“るし’や ないかと思’うんです。
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そ午は九I！君に開けばわ1い1ます。ゴいぶん人集れし
まして、純計粁学研究公の第一1回の・会合を広島でしτ1こ

とがあるんで’マ。私が第一一生命に入る直前でT。住蘇良

一郎ぐル、増ム元三郎さん、石田イ呆士丁ん（東芝の参与）

ポ〉τよ賀成して、尺いにやっにんで’すよ。何ピよ＜綾討

の、雰囲気というのバ虫てざτこんですね。

 私自身は、末・イマ／の論文を龍んドどこに初めはよく
わ． ｩらτよかっ†こんで’す。 †シプレのサイズ’が／0の場合は

二う、5一列場合はニケ…一・ということが書いてある。そ

れまでのわれわれの季完計・というネ既。念ヵ・吊すると、非常に

奇妙はんて“寸よ。データが！0．個1しかな1けよんていう秘計

に青は孝之÷れ㍍カ’7オこんで’、τ三からサ1／プ1レの意味ゲ、

こ札は本当 にデータ の教ビろうヵ・・という ことぐえ疑一問を

将パ1んですギ着速・身長柵計とかない1・とい1
tこら、非常に穴ごい1敬の賃料を考えるのに、 サシブ1レ、・

サイズ・のNが、lOとカ・／o0≒ヵ・…・・㍉（笑）当時は教科書

方岬いで↑がら、けだけでも自／かの孝之方に何が根本

的に間走いバあるんじぺよlll・ということで悩ん｛し
てこもので’寸よ、

 しかしそれほ、勉強していけばす一ぐわかることで’す。

間遠いし’中はヵ・フすこわけで’す。確率変数ピいう言葉も7よ

くて、「分布の約のか布は・なんてことバ’書いてある。そ

うすると、一時はか布関数勿和†～と思っちゃっす二わけで’

す。・か布関紋を2っ足すと分布関数に1よいよい。（笑）そ

んプよこしで非帯に困。すここともあリよすよ。

 お・そ ら く普、見レて ぐτこのは、 コ レ・巳ゴロフの刃ぎ率列基

礎、ウィ1レク又の紀言†の本と、 クラメ1レのケンブリッジ

トラク）本らにょるめでしょう。これい本では1ざ
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りしてさて、みん†よが勉強拍ザごんげピよいがと．竪い3
す。

 そ十しで特一にいいτこいこヒは、±しl11首の乗だ言†孝子学ノ珂完底

力雌施を出しτ1、『統計教理研究』というザ～フ↑こと思う。

松下  そうでしょうね。

河直 いよで毛あるんげぺよいて“すか。いよは出てない
」が。

松下 いや、莱文バτ二よに拭ているヘマ“寸ね。

河田 之え、「ブレタンJ ヒいうのが。初め日本語たつ丁こ

でしょう。

松下 有本語τこつτこですね。その虹はどづですかね。

河田 それパ巻ド虫τ1藤原先生の論文バあるんですよ。

そ牝は、生命イ呆険協会から補助全をもらフて歳計の丈駅’

を集め仁本で’す。『統計数理府完』のノ巻の／号、2号に

わ㌃こって、ノ6／9年以未の日本庭び外国の全邦の税訂”文

献力ぐ集められています。そして、こ八文駅はいまどこに
あるということまて“書いてある。こ牝は東北尺学にある、

これ一はケッチンゲン欠字にあるという．3・つは詞子。その

とラまで、つまり、／6！9年から／930何年表での完全プより

ストすよ人／て“す。

松下  すゴいですね。

河田  こ土しは幸己参衣にタ高じず；いんです。

松下 それはそ一うですよ。ぼくは前に、日本の統計の論

文乞嗣べ†こことヵぐあるんですよ。そ札φとさに本当に者
労しましτ二ね、集める勿に。

画平 佐藤良子郎先生も何ヵ・ぞうお・っしゃフていましτこ。

河田  これのことれ。

函平 ド十しヵ・バ後を続けろわけドけれビ毛、六変ドそ“、
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青はノ600年がらでも、 い一まは大1変ボそ“とお・、 しゃつてお・

llましτ；。

河田 欠ノかぼくは方々へ欠掌の非常勤講師で呼ばれよし

て、就計を講義させられまレによ。ここに履歴書バある

んド・本当け々でよ＜ずうずうし・くや11こも．ザ～と思

うんて“Tけれビもね。保険数理の講義をし亡こ．！〕統計の講

義をしtこつ。

 私自身はそういうこヒで’昭末口／6手に第一生命に入りま

して、名前は「副ア7チュアり一（保険統計技師）・と書

いてある。／1キに人1そ、／7年に東いぺ科学研究阜

務補’助ヲ嘱託ス・．となフている．．こ札はいわ生る科学研

究策をもらうのに・窓ロバそ1い1どこクペ！い1取
ん†よい。掛谷先生が心配してくだごつて、研究費、束尺

の何か嘱託みτ二い†よ形像けフて、そこからもらフτ二こと

が矛，るパす。グ生命にいる間は、まともな紬統計
の1士享1よんというのははとんどでさτよい。1つτゴけ鯖文
を書い†このバありますけれとも。

両平 第一生命では、全・帝表とか、そういうことをナよブ

っτこめです力・。

河田㍑ころは舌う戦争バトんtこん寂しくτよってぐて

いるし、ばくが弟一生命に入るとプは、将来第一生命に
研窄所をつく・ てやる、 そこ で歳計、もち一ろん尿戸交のこ

と’もあるわけです1．す牝とも、祝言†テルヵ・自由に勉強して

よろしいと、矢野恒木という会長であ。τ・、第一生命の

創設者がまブ健1在で、㍑方から、そういう諸でしすこ。

もちろん初め2～3年はヤ1ば帖社州士専も覚之ても
らわ・なくちゃ†よらねということでし。二。 それは当然な人・

です力ぐ、し力・し更瞭に入って朴まして、6う倉杜のイ上等
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ははとんビはいんですよ、保険金ネ土のイ士専というのはい

わゆる責イ壬準備金というものの計算ドけτよんですよ。新

しいイ呆綻をっくるとかということにはると、 こ6アクチ

ュアり一の役8にナよってくるわけですよ。’ @一
 ／6年から飲手になつアこでしょう。初め、調デがよかつ

τこ。それで、南方の占領地帯に保険一二興・正保険をつく

’ろうという話があフ↑二。第一生命だげがやろうとしtlわ

けじ’やない。保険協会も熱心t三 たと思います。現協栄

生命会長の川柿三郎さんなんか南方まで行っていますよ。

第一生命力・らはばくに、そ，ちの方め保険をやるについ
て、いういろのデータを鋼べるという二とはんですけど、

祥局は立ち孝之にナよっ六こ。

 というのは、第一、厄之表バ体いん。です、南方で・は。

いま舎！亭木首相バ回っている了セ了ン諸国です。国連＿の統

計はあるんて“す。推定はあ・るんですけれど’6、年脅宇にし

て68歳刻みというわけ。30歳が、3ヶ歳か、40歳という

ぐあい。ドが㌻、非倖に危ナよいでしょう。速中はインタ

ニポレーショ ／やらすよさや けらない。

 根本的にぼくバ調べて困っτこのは絵付。ぢ傘は旅しく
†よいんて“すよ、あフちの人は。よ地カwしいという。（笑）

保険ヵψわナよいんですよ、結局。それで、セレベス帥
専一情ド、ボ1レネ才の事情ド、インドネシアの専ノ情だとい

う、い1よことを漫然、とやフていげけで、結局定ザよか

っ仁です。・1神†々バ南方1・行フτ・けルど’も、剛らく

帰りはもう危なカ・フ†こんじゃナゴいヵ＼。いつやられるかわ

がらすよいんで寸からね。

 紀計にそのこう一番頭1者ブよことは、紀計教理研究所カ寸

設立ぐにτ1こけと思うんて㎜すけ牝ともにそのい㍗
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つ、ブよぜでご†1ヵ・ということ一一・・一。

 戦争の最初は詞手がよがっτ1でしょう。／lキに拒まフ

て、！7年にもう南方に攻め込んドんです。フイりヒ。ンの

コレヒドー1レを販つ†こでしょう。要塞の中に前二軍牢受があ

っ†こんです。．その話、矢口ってる？

松下知1ています。わからナよかっ†；んでしょう。

河田わか州くて、大阪丘兵廠まで椅。てプ・。そし
す二ら計算稀ドビいうことがわかフて、数学を使っている

ドううというニヒで’、†ごカ・ら日本でもζフと数学者を使

っtこ方バいいという話にれ、たらしい。そ札が兵器行政

本邦長⑰ノ1・泥中将。知フてる一マ．
                      ＼松下 その・小地って人はぼくは知らないですね。その後

の何とか大任、石原・一…・。

河田  その・j。泥中そ手バ、数学者、狩に碗計学者に協ソカし

ていパ・らどうがという二とで’、当時電気試駅所第三
都長の山内二郎先生に話しll。〈れを受けてム肉二糾
生が、イ中間の続計学者集まんという、3、うに声をヵ・けτこん・

で・すよ。

 それに集まっτ1のが30～40人いτこらしい。ぼくは第一

生命にいるいにム内二郎先生ヒ親し＜してもらっτこ6

のドから。住藤先生や坂元平八君もそうだし、メいけん
もみんなその・中に一応入ってい仁んですよ。まず’、一体

数理耗計がどのように役に立フがを見せてやら材さやい
ヵ・ぬと一いうことで、「チャンピオンとしてなよ之行け」 と

いう言葉でム内二郎先生がらいわれす（。生兵藤へ行って、
何か’^士事をしうというわけ。

 いとざτこまτこま、棄芙をっくるめに一撃爽・てい
う・のは真餓でて“ざていますね。その真餓がなく1よ・’てさ
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t二んですよ。それで、鉄の乗爽、いわ中る飲薬爽にする

  、どいつ。

 乗夜っていう舳どうして【っくるかというと、裏餓の

根バあつまし、て、そ札を上か’ 轤煤Fτ二くんですよ。それを

受ける†らがあって、ギベっ㌃こいやっをコーンコー／と

／ヵ所をτ二τこいて、筒’にするわけです。そうして蓑夜を

一つくるわけです。このτこτこく竜ハと受ける毛のz種の工

具が要るわけですつ工異は扶で’でさてい．るんです．㌃こτこ

くのを杵というんです。受けざらの方を、巧ようど’刀の

鍔〃すこいすよものドから、鍔というわけで“す。鍔と杵で’真

鋪この板をτ二τζいてつくる。†二τ二くから、．工具の舛耗はヵ・

ナよりひビいんて“すよ。それを真餓じゃびくて錬にすれ．ば、

よけい消耗バひどく打る。そうすると、生兵廠で必要と

する鉄の量、でいうのは、秦芙に要する鉄と、はかに工

具の鉄バ、苛よ！川，済耗率が衛いヵ・らホピ1く㍍
要るわけ。

 そうすると、㍑えば、／’ト銃ω葉薬1を勢いくるのに

跨ら鉄バ等ろかというと、工具に要する鉄の量べふ之ろ

し、築莱自身も飲でっくるんて｝、㍑飲め量を計算して、

何発の棄爽をつくるのにどのくらいの鉄の重バ要ろカ・を

やってくれという、非常に腹つ組みゃすい問題帆て“す

よ。やざ。レいというのは、実験す札ばいいんでマガ・ら、

相手は丘兵廠ですヵ・ら、 ノ段く 突、練をや・ て く れま し て、

いままでの工具は鉄ですヵ＼らそル享使って、裏鋪をを飲に

ヵくえてやってくんτ；。これについて、ビバくらい工具バ

壊れるかと一いう消耗率を推定すれば1－1い。

 そ・して飲め準備すべき量を、イ言頼中言をつけて杜しτこん

です。それ峠器倣本邦パ鉄豪報バ）に勲1てい
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る「飲薬葵準備量について」（？）という誘r文があるんて“す。

そめ別刷りをこの間裸しτ1ん｛す札ビ6、どう6見付1

ら汀い。紛失し†1らしい。

 そういう二とで’、そういう問題をヤブて、それバ気に

入られτこんドと思うんですね、何かについて役に立ち．そ
うドというんで。佐藤。さんや石田プん、あるい’ ﾍ増↓、ブ

ん†よい・も、ぞれそ“れ造兵敵へ出向い11と思・いユす。

両平 佐藤。先生はでっばつ笠一兵隊で薬夜分何カ・昂質検査

の通過一率み†二いなものの、そういうことをちょっ とあ・っ

しゃフていよしτこ。

河田 そ牝はぼくの／±事に関休一してく一ることじピよいカ・
                      ＼と思うんですよ。増ム君は、6つばら統計の講義をしτ二

よう†よんですよ・。造兵廠の中の兵隊ブんというのも、放

育召集で呼ばれて汁のバかなづいまして、㍑蓮中は、

戦手に引っ張られてさてそういうことを勉強するのはあ

つ川1いヒい1て、一生懸命や・いうですよ・丁分布
表じゃ、はらFじヤとい，て。．鞍手後、その人τ二ちの中

には、何か日本能率協会の仕事をや。ている方もいて、一

そのとさの勉舷が役に立、ているんドろうと思う。

 そういう二とで、ぼくら定は、造兵陳のというか、兵
器行政本部門イ糸の軍属といづことにテよフナこと思います。

皆さん6そうだつすこと思ラんですがね． もち’ラん非常勤

ですけれビ・6、 日をラ足あて、週にイ下回ヵ＼れ・τこんですよ．

ちゃんと机もらフて、河田町にあ、た兵器行政本邦の堂
根課、というところへ行っていましτ二。 その間ではあまつ

穴じず二問題．ブよ力・、．仁ですけど’、や、ばつ検査の問題がい

ろい弓・多がつオこて“すね。

 そザろやううと思、たのは、こういう飲め棄爽に関
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してか才よ、て“さ†1葉褒のテ又いイ土方ナよんですよ。それ

は20項目ぐらい、・アストするアイτムバあるんて“すよ。．

直径、長さ、重さ、目て“見すご傷だとか†よんし．か、いろい

うある。、それ．を一々アストヤっている。 ところが’、直任

が短ければ長†は長いわけ。（笑）インディヘ・ンドじ’やナよ

いはずだから、も・1と簡単すよやり方バあるブろう。この

．ディヘ・ソデーンスバある場合の牧項目のテストにフいてい

ういろ考えt二こヒヵざありますよ。肩き黒白クには、セ才りテ

ィカ1レなことはイ江もヤらなかつ†；けれども、 そういうも

のをとにかぐやろうと．しt二。

 そ牝で／今・度は、いろいろ／士争乏、打力・やフ†二と思うんで’

すけれビ6，1よラ宇つ問題は覚之てないですよ。それで

は造兵．腋の方の嘱託にして、専門にゃって己らち’うとい

うこ〕11よ1τ1。ところが、身勿＼バそういう、いに変わ

るということは大変なんて“すよ、†二とえ非1，常勤で6。そ

のうちに戦争バ帝ん・じ・や，オニわけで’す。

 そういう二とがあつて、これは李当はぼ＜バいい出し
†二ことだと思うんですけれビも、禅計数曜というIφ・、税

計φ研究所をつくろうと陽フすご，／つには1ばく自身、

これは個人的ナよこして“すけれビも、第一王命にいると、

ぼくは第／械充兵役ていフ引フ張られるヵ・わがら†よかフ

†二んですよ。第一生命なんがは、数理課にい†二号い人々

がビんどんいな＜ オよった。 生命イ呆陳と いうのは不孝不急・

つ平和彦家であるというよう一’ザ．とでね。

 ところで、君、どうして戦争に／デがナよかフ†二。

松下ぼくは尺掌のいに、飛行徴の何とか研究班とい
うのバあ・。て二そこに入。．てギ†二。それ麦工1掌邦み仁い

なところで’㌣・ていましτ1けビね。
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河田 ぼくはまず紋用バ来ド1して、ビうも第一’生命の

身ノかじゃ危ナよいと陪って、大学とか、官立のどこかの研

’究所とカ・というところに属ブナよくちゃ危ナよいんで’すよ。

研究所で6官立のバでウて、そこへ入れば’いいだろうヒ
い1のバぼ／の気符ちの中にあフて・研牢所年っ／㌧．マ

い中に入ろう、そうすると自／かの身体もよかラうとい

う二とヒ、いよ話い1よれ状態｛τ1で万一から、競訂
研究所毛必要ボという二とはみん†よが認めてポζ。で、

掛谷先生に話しτこ。

 株春先生とばくとハ関係は、掛谷先全が’科学研究費を

販って、そしてぼくに毛やると．いうごとて“関係バフいτ1

んです。掛谷先生を通じて、おそらく掌術研究底議の吏

議として、就計研究所をっくるべしというサセ“ス手ヨン

を出しτこと思・うんて｝す。ところバ、それまで“に掌術研究

会議の建議す～けて“でポこインスティテューションという

のは／っポよいんです。†ゴ．から、それを土しτ1から1て、

五るとは毛頭考之ら牝はいんで、それでどうしようかと
いうことばつす二んですよ。

 とにかく文部名に話をしτ（ら、文部省は賛成ド。賀成

ゼという意味は・文部劣直一轄ナよらいいというんす∴太学

付置はい†ヵぐるんです。丈神省と尺学というのはだ猿の

間柄1｛ですよ。いまで6円じことですけし穴学は、
大学付置ということで汀かチよか丈部省のいう二と開かぬ

し、文部省はた掌のいうことをそう右がら左へと開くわ

けがけよい。

 それで直轄はら賦ドといづこヒで、ぼくI11掛谷奉生
で研究所の家をつくフ す二んです。 定家欠をまず“フぐつ τこ・。

紐餓として／邦、2都、3坪というのいのこ弓の案に
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あっ†：。 ／部が確字．諭かナよ、 2部は碗言†、 3音ドに力学ナよ

んていうめを入れtこと思うんですよ。香晩、ぼくが’掛谷

先生のお・宅へ伺フてい掛谷’先生ハニうしr二方‘バい、1ドろ

うというと、ぼくが家へ帰フて一晩書ぐ直して、ます二末

の晩に先生のところに行って直していうというような
ことをやづよして、それを文部省へ特フていっ．τ二。

 文部名の㍑とさの係は課長さんで、李夕課長くん。
熊本箸の紬、川護立さんめ家老なんですよ。あれは何言楽長

ヂっ†二のかナよ、穴学局の中”、そういう文学課かナよ、何

かそんナよ、3、うば……。本〃プんのところにヤれを土しマこ

そして予算・を組んでもらフて穴蔵省へ虫しtこわけです．

達物は一そ（ころ走物1よんてないです力・ら、本タさん

の関係で、細バけんの美術品を展示する産物バ3階にあ
つ」 ﾄ、そこをイ吏フ†二。実：隊研究所バで7て、 そニベ八ラ

†・．わけです。

松下 いや、最初は学士院ですよ。

河」田 あ・最初は掌士比が。それから後が。

松下 それカ・ら後に越しτ二んで’す。

河田 そうでし†1れ。

 それから、今度はた蔵省へ予二算の記唄に行くわけよ。

、そ牝を本〃くんピ緒にぼくバ行パ1ん1∴ちょうビい
まの一復活辱求み†二いプよ台ので、穴／か穴蔵省で並んで＾徹夜

し．†こよ。 そのヒさの穴蔵省の一生訂官バ冠末という人で’、

あそ二へ説明に行フて、これ。一は非常に大辛寸～がら、 二う

いう研究所をフくってく札、いよの時局にも非常に役工
っんす～ヵ・らってナよこヒをい1†・。い右・にもぼい説明が’

までいい打よ。一じ’や、と“んナよ，イ士争をするんτ～といわれて、

この平均値一李有意でふるヵ・とっかナよんていうことをやる
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んドといって、いかにも変は説明というが、とてもピう
しよ〉）毛はい。（笑）

 そ牝で、説明しブニ次の日に、造兵廠の造扱課⑦課長ピ

いうのバ石原穴伍で、そこへ行、てβ原ごんにノ王カをカ＼

けてぐにんで’す。た蔵省の担当の冠木主計官に電話を／
本かけてくれ．ナよいか、こいっを正せという、3、うにあん． ｷ。

グらいってくナしプ’よいかといつτ二ら、「よし、引さ受けブこJ。

それで俵は電話しτ1。そうしτ1ら通っち㌣つ仁。それで’

研究所バ槌生しτこんですよ。

松下  いよのことは確かにそうなんです、ね。文部省直轄

にしうというドは裏バある。掛命ざん・ヵくは＜に説明しτ・

と享は、あ’そらくそ札はあまり工． N又フ⑭りンツトにいわ
ナよかっτこわ■ブ。

 rこと之ば／つの尺学、束たブよら東尺の付置にすると、

人材き集めるとさに／つのそ二の欠字に偏っちゃう。方

々．の尺学がらピックアップするには、ヤフフはイノ直轄にし

仁方バいいんド、それで二う1しrlんすごというこヒを説明

しよしtこよ。 それはしかし、 いよいわれ。るように、碓’か

に文却省と仲が思いですヵ・ら、．文部省ヵぐ直轄じヤ灯くち

ゃデメたどいう二とは当然あ／1得るんです。

河田そゲよんです．まで文部省を通すことバ、穴学付
置†ごと六変すよんです。井情にい・い表現1よんτ～け仏ビも、

定牒は、直轄にするんならやる一という二となんて｝すね。

ブ1・ら、両方とも本当で一しようθ

松下 そんはさワヒそうでしょう。そにが掛合くん、r1一

またよ考えがあフたんビ・ピよいででカ・。

河田 そうでしょうね。

 たゲプライベートは活セ寸るようですけれ一ビも、適フ
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てしまうと今度は、設立準備考艮公が／9年の年月に．で3

ているんです，辛備委員・公ヒバって†こフブ12カ．円て“、

それヵぐ6月には毛う発足して（1る。にて“か川の激論

力ぐあ1仁。あのとポくあな†1・人1ていτ・マ

松下  ぼくは入ってないです．

河田入フてないが。そ㍑ポま丁～でざる却｛㌦
松下 そのとごは、後に参与になっブ1人バいるんですか

ら。束欠の末綱先生とグ京大の園先生とが東穴の岡田武
オ公先生とか。

河田 それから、ム内先生毛入フているし、ぼくも八フ・
て’

｢るレ、〃ドさい八っている、
 それで、殻江準備委員底で、文部盾の直轄にするかと’’

うするかというのは正式に米まるんですよ、ざバの諸
は。何ハ前後ちょ．フと変ドな。

 設立羊備季ゑ倉で丸111君バ掛谷先生と意見1こ俵い速い

が出す二一。純計研究所を九州へ符・てい二うというわけで
す。

松下後がらその支却をっくるといハニんですね。
河田’初めは、研完所を九州でやろうヒい・仁。ドから、

文学村置ということげや1よ／て、直轄にして九州に持・

ていこうとしτ1んです。・がナより激制11ハす1。でも、と

にカ・〈九川君は意児を棒回することにナポ1ましτ二。

 そのと〔1、ぼくに召集一が柔す1んビ。6目の初めに召
集が来τ二。税討紋理研究所ゲでごτこのは、る同寸何日か

ナすよ。

松下 6日ケ日げぺよいですか。所長ガけ花冷いよ．1τ二。

河田 所長τ～け発令に……。い、ばくは、1月9日勤
務に1よ．1て1＝る㍑～。あ、速う産う。州です∴
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松下  ドから、で’ごてこのは確かに6月5’日ドつ右ごんで｝す

よ。

列一四  そ（二ろですね。ば＜は、6目か何ヵ・に昌集に．ナよ

っτこんです。丁こがら、ぼくはまτ～夫よフてナよい。決よ。

てはいτ1んブけれども、まド率備委員会やフていましt1

よ、ぼくに召集采τこと3。ドから6月の末。竜フと先ヵ＼
荊か。

松下 す目でTよ。6一目下＼所長ボけバ条令に柱つす二・

すごか÷、あとはだ札もいオよいんです、形式剛1は。

河田 ばくに召集が来たので、石原文伍に話し†・んτ～。

ほい召集れ11毛は・讃蚊の辛盈手1よんですよ。いま
の親の郷里ですけれど’舌、そこへ召集にプよっτ・んです。

そうしτこら石原寸人／が、 ち・まえ。帰・して：6らうようにして

やるヵ・らといフ7、善韮L寺の師固長にチ紙を書いす・。ぼ

いよ則して、家を出ると．亨には、まるで出張にでも行
くようば調子で表を忠でいっt二んです。精巧、即日帰グ戸

で帰って、テτ二んです。これは歴史に関係ないがらなんτ～

けと“。

両平あめ二ろはみんばそゲよりに歴史．に関係がありま
すよ。

河田即目帰卿のとざには、」向二うで師団長までい州
く’ ﾄ、中隊長との誰で’清んτ～。中隊長バ非常に理解バあ

って、それ†よらお1まえ帰れ。、こ《ままげヤ1来合ま’仁多菜

が来る1・ら、鮎に雌をと1・であり1よ・という土と幸で

いってくれて、あ・まえば結核であるとがプよんとヵ・いわれ

て帰ってき仁んで’す。そしてβ尿すんに、句二うに行っ

tこら五じて穴よ力・っす1よと一いう二とをいっt二ら、師園長か

ら下へ命令カぐいくのに／一週。間もヵ・ヵ・るというようナガこと
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で・一∴・・。（裳）しかし、㍑とさはそう思っていびがラブこ

らしく十、四国のぼく一の朱へ、設立準備考戻会を何日に

するから土て二い材ん・ていう電報が来ているん・で寸から

ね。い帰るつポ／にしてくれていτこんです。
 とにウ・く そう い う こ一しで兵役は瓜れま しt二。 研究所の

租・餓のだ綱は掛谷先生との話で来まフです二んで寸よ。そ

れで最初にぼくグら推薦し†1季夏というのは、形と坂元

君とぼくと3人ぐらいしか’い打．いんド。あとは末肩引先生

にお雇二いしブニら、先生の催蒔で、ノド“1澗次郎†んと水野

坦ざんが来てく作τ二。 それで、統計教理ヵぐ一時的に学士

弗の中く入っ†こ。掛谷先生・とは毎日のように広フτこわけ

だが、そ、の中に尺書すべさことバ／っあるんで寸よ。掛

谷先生は片酒バ仰でし｝う。砂糖はそんτよに要らぬわ
けですね。だから、酉己、絃弗リ度に不満を持・ていて、イ国人

個人で砂糖・やみそ、酒に関する価値が産1うというわけf～。

だ’か9それぞ札の人に価値を割り当てる。

 †二とえば掛谷先生す～っ．τこら、才レは酒バg、砂糖は／

と一いう．ようすよ調子で、各個人、各色帝にそう1｛う価値バ

いろいろあるわ・けでしょ・う。 一方、東京全倖で’配糸参す一る

砂糖の童というのは来圭っているわけ。溜め童も沢まっ

ている二全体例価値を最大1二てるのにどうするが。（笑）

本当に拷←谷先生．、 そういっ†こん・だ。 ま†にLPでしょう。

それを先生解いているんですよ。 いわ中る シンプレIツ ク

ス．ニメソッドという方法で。’糟`像、コンペ・ソクスボデ

ーを問いて解くわけ。そ’れは掛谷先隼・欠得意なんです

．よね。積／かす程式の・恩賜賞”．問題舌、関数空間でのコン

ペ、ソク又ボ’テニの方広ブよんですよ。同じよう†よ調子でヤ

ブて・、先生は解いているんド。ゼから、ダンれバヤフ
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tlつは附与ですけど・1－1る1＼l1軍い、ん〔よ・シンプ
レック又・メ・ソッドを仏し打ごめヵ“。

 とこうガそ（二ろ、発表桟閃バないんて“すよ。先生は

ノートに書いてあっ†二と思うんです。そういうノートバ

先生の家にrこくぐんあっ†二んですよ。その中に書いてあ

っ†二と思うん・です。ぼくは間い†三†こけの話なんですけど

ね。

松下 そういフていよしに、確かに。

河田 ところバ、尭生⑦／一トは空襲で全奔既けちい
†1わけド。ブからいま1．二なって、あ札μ掛伶先生の方が

ダンテしょ！1早．いびんていフ†二．フて、一句毛証拠が六八＝わ

けよ。

松下．『物理学夜雑請』という列に何ハ書いてあllます

よ、盈李の二とと閃産して。

河田 あ、そ・う。

松下あ・そらくあれは理粁尽に残1ている影いますゾ
ビね。

声下田  屯しもタ案っていれば、†～牝か4売言†の歴定をやると

ごに、そういうイ士阜は掛谷先生がダンチヒよつ先にやっ

ていtlといういナよごと・を・い1亡二らいいと陽ウんですよ。

あパこ1よんヵ・・調べて…一一・。本当ノに、もしどこかに銭1て

いれば……。ばくは、残フ．てプよいと思っていでこから、こ

れはいい出しず二。て話にびらぬという気がしていτ二んで’

すよ。これは穴青すべさ二とだとぼくは思うんでプけど
ね。

 そのとごに掛谷先生としては、統計バ穴等ドといウニ

いはがに、これ星数学の研究所というヵ・、性格として
数学ポ精1；やううといづ孝之が尺分あフブ・。耗訂教理
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研究所を、「枕・乞と1て略称「教研・と呼ばうというこ

とを淀宋して、いいう二とが定細中に書いてあるか
ナよいか、よくわヵ・らぬけれど毛、 そ札は覚之あるでしょ

う。

松下 ありま寸。いまでも森田優三†ん戸よんかはヶんな

数所、教研といっていますれ。

河田 英語の名前白、イシスティテエー←・才プ・マセ

マティヵ1レ・スタディステノックスじヤ侠いという考え

バ・先生布るん1∴数学価率㍍1・みんな合い．という
ことで、だかシスクティスティカ1レ・マセマティッフス・

というゴとにし†1。これ．1玄掛谷先生の蒙俗んです。芙諺

の石前は掛谷先生がっけす二。スタディスティカ1レ・マセ

マディックスなんていうのはちょフと変な気もしす二げと、

あ札は掛谷先全バいい出しτこんで’す。あと一は記録にある

とお’つ。

 戟手中にやフてい†l／亡事ザと互いいましょう。研究

所カミでごてからは何を・ヤフフたがヒいう二と。研究所が長

野県の飯田へ疎開乏し丁こでしょう、疎問中に㌣つてす1い

ラいろ1よ問題一一。ぼ／は東京とめ追袴係にγ8フていて、

問題をもら、．てごて依田て“ヤフト。弾道勿問題も㌣。τ・

よ。

松下」 e亙の計算きやフていす・んですよ。

河田弾む計算をね．。略軍方式と海軍方式バ違うわけ
？んで’’す・ うちは降軍方式。」本邦ぐんとヂ∴あラちのグ

，レーブて“仲つ て いす二の が声参軍ナ式。

松下 でも、来てい†・データはみんな寿軍でし†こよ一。

河田  あ、 そう。

松下飛行即’う落とす干れですよ・鯛へ何ブが途
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中で計算が星フていて、グ1直し乏していllようでTが’、

間に合わばヵ・っすこですよ。（笑）それよて“ほ飛行俄は高く’

筏ははかっプごて’すよ。ドから、高く飛、llように戸よフτ1か

ら行1いよ／汀つ亡1んですボ、燦群バ。それ一 ﾅ急遮、て

ういう二と亨しはざやということドナよつτこらしいで’すね．

河田  空気の抵抗バ海軍と隣軍で、圭うんドよ。（笑）

 それと毛、1フ、ぼ’〈1二少レデータが残っているのは、

ヤの／＼の職菜が妊娠率に及ぼす影響。

本公下  くういう二とをや，てい3しτ二ね。

河田  そ札はいわ中る軍の全員の栓兵麻に引っ張っ†二女

の人仁与で、配偶者のある人の本産卒パノ士事によ。てビ

う影響†れる申・という二と乞調べるというのを、元来は
                          ＼軍医の方の人仁ちでや。てい†二ん・で’すよ’。それを手伝フ

てくれ。フてぼくバいわれて、金中がら尺妙引ζ受けτこん

ですけどね。

 説明トよると、デ㌧タバー香確かはんで’す。1よぜかと

いうヒ、ヤの人を軍て“引ラ表、ているでしょう．。そして

勝手ナよことを開くんですよ、プライベ’一トなことを。同

梼期間バどうか。単に奥さんであ、て毛、主人が土征し

ていれば妥供バで’きないに決まフているん↑～がら。そう

いうことまて“朴んと間いている。主人バー精にあ11て、

子供が生ま礼るチャンスがあ一る期間バ正確に幾らかとい

う二とまで“考慮する。

 けまで職業婦人勿税計というのは、佐藤定ざん■とい
う人バやってい†二んですね。三条という病戸兇バあるでし

よう。あそこの婦人科の先生で、非常に自由主義の人ド

っ†こけれど6。τ二と之ば、バスハ車掌†ごと妊娠率バ低下

するかどうが。一般に職業婦人に関するいろいうの税訂
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をでいぶんとっていτ1人オよんで’T。

 デ’一．9の確かざということでは、軍のがすぐれている

とい、ていナこ。全国の生兵廠の女子にっいてそう．いう調

．査をやフてりる。正確に女王娠し狩る状態にあフすご人†～け

を集めて、その影響バあるがどう力・。彩諭ははっさ／1覚

之てないんブけ一 黷ﾆ’も、あまり彩饗げいという二とビつ

十こと、忌うルで’す。そういうμ卓を手伝。†こことが’あるん

で’すよ。 これ毛途中で戦手が終わフちゃっす二わ．けです。

やつ1ポつ信演幅をっけてや1ていると思いまれ。
 そ札がシ最後、ロケット弾の話。あなτ1は知っている・

かもし紬け牝ピ毛、ロケッ！群とい．．うのは途中で嘆也

するんですね、飛んでいる血中て“シューッと一’一∴

松下  そうですね。

河田的にねらフて撃つでしょう。落ちるところがずい
、ザん誤差が尺ざいんで’すよ。それは孝之てみれば、禅は

同事欠していますから、噴並する瞬間の禅の回転力句であ

つち行っ†1－／ニブち行フす二’／する。そういう二とまで考

慮して維吋めるん｛l1かプい可かはつウ’1し汀い
んす～けれビ6、そういうロケッ←弾の群産二句問題バあフ

て、精均一は頭で孝之†こ・てどうにもい＜6のげヤびいん

で、実際飛．ばしてみて糸充許州；やるのバー者いいとい・

仁んですよ。ところが、／発撃っ州1……。

松下食I `・ヵ・る。（袈）

河田’金がヵ・がるθとてもで刊いといラこ！で・われ
われのところは終わ。て．しま’1tl。

 戟子が清ん。で真、先に了メリカの達一中が’来rことさに、

ロケツ！弾の一一二とをや1τ1がと間／と、も衛んや1打1

という。ちゃんと写・真に弾乱立依っ†1のを見セてちら1
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に。定駅をヤフフrlんです。・まハ1アメリカでは、いうい

う弾並を耗言†師に中っていτこんです。 こフちは／発学っ

ドけで’天変ブ。．（笑）

 ドグザ疎開してヤるといっrl。てほ々のわす“ヵ・て’’す

カ＼ら。3カ円がらヂ午もやらナよか1仁ん†こがら、耗局何

もてポよが1†1ですよ。そザろ批娠字に関する／士専

はがナよリやっていすこので’すバ、結局はそれを焼亨椅ですζ

と艮うんですよ。食瓦田へ匡来問していず二んですけれど6、

終戦と同時に文部省がら電報．が来て、データを全部焼却
しうというわけ。あヒの．災いと避けるτこめに……．。ま亡二

まじめに脆いちゃフ・亡1と思㌦帥、。あ’ �｢の関係六よ
いん1ごけれゼ毛。それで戦争が秦わって自然消滅、全＼都

ゴ破算にナよつすこわけです。’

 車玄一争中に、研完隣組というのバで．、キすご／）ていすよ一、知り

ませんハ。

才久下  知・ています。

河田仁科芳雄先生が全体の一り一ダーでし11。ぼくはム

内二郎、先生が組長◇所定麟紐に入って、サ1／ブリンク㌧

†こヒえば小銃碑の棟査のことでいうと、著は、 ！ムの中

かう／o0発とフて、そ匂うち不、合術品バ何個ある、2個

まではよろしい．’3剛二以フすごシロ・ブトは全邦調べると
い う言司手ナよ人／でプ。 ・ト多売タ車の と 亨 は／00 イ回のづブ’ン・プ1レと

るんて“すよ。 その中に不・卜橋晶バ何個あるかということ

でテストする。職関砲という施行桟・から撃フやフは、弾

が打1フて服裂で毛丁るけ鮒かう、厳塞にし†よくち

ゃいがぬというのでサ／プル210個と牝。（袈）箱局は同

じナ5のに、そういうセン又ビワ†こんですよ、200個とっ

て、 そのうちの2二／以下というニヒを、やっていτ（らしい。
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（笑）

 それで、 ／発でフ ヒ・ て・台＼未を、 不合本多、 4采留 という 二

’とを調べる、それがらま11次をとるという、1・うに．してテ

人トする方広乞孝之た。ちょうどいまのシークェンシ†
1レ・テス ト み㌃二 いはもの と’孝之。て 、 グラフまで｝がいてヤ

っ†二ことがあるんす三’。 だ’がら⊥1内二郎先生にいわせると、

シークェンシャ1レ・テス仁は日本でう中つt二というんで’

すけれと“も、あれの只事なところは、旋査個数の平均が’

・〆ナよくてタ青む・というニニとて’’す、 ぞれをちゃ！）とセ才りテ

ィカ1レに抑ナよ㍍意峠1よい。ドカ・ら、ヒても比べもの

いハ1よいんドけれども、／1一フギっとフてやるヒいうシ

ーターエンジ・ヤ1レは1ヨ本て“はヤブていたとよくいわれるん

†ゴげと’。（笑）

 戦争が済んでから、ノ今・度10手年τ～つ†1と将う。いや、

2牛争じぺよいな。光フと早く、まド研宕所にぼくバいτ1
ころ。ぼく一 ﾍ22年に工匁にかわ・てい丁二がら。戦山時中に

でざt二冊完所は廃止するという話が虫t二。重源研なんか

やめ†こんでしょう。㌔

ネz下 ほとんビそうですよ。

河田 これは存続してくれということをぼくは陳情に行
きました。

画平 どこへ。

河田 丈却省へ。山崎と’いう一束尺の先生が軟後文静省の

政務次官にナよっ†二。そこへ行’つてム崎ざんにるる説明を

し†・ことを覚之ていますヵくね。 そうしτこ弓、多封寸二とに

ナよっ†二。

蜂俵の祝言†で、／棺は研究所けとはた・か離れるんで

†が、個人の二とに寸よって恐館ヂげれビ毛、これは松下

            23

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



君はあま1）関係ナよヵ・つ†二と．もう。

 ぼくは、坂元卸肝いりか何がでた蔵省のイ士専乏や1
†ここヒバあっナこんですよ’。「理財局事務取扱をリ属託する」

といケ辞令バ22午に虫でいるんゴ。それで二ちらめ方の

ことは坂元君ヵべや．フ†こんですよ。ぼくはよく知らびいん

ですけとぺ。㌃二だイ町をヤフプ仁か、 いま記憶バナよくてわがら

ないんて“すけど、鋤空軍ヵ＼られの銀行にある預金とが

何方・の調査を命冷すれ仁んです。現状ビのくらい倉があ
るかヒいうよう右よ二とて“、も与ろん穴蔵省に来るわけで’

すがね。それで引っ薙÷パ・と腎うんですよ。
 それで、 坂元君の方が熱心で．“衷元首に聞いてもらえ’

ばわがると思うんですけれども、ばくはtフいと手伝フ
仁φト、相手が一アメ1ノカさんドがら、†こτ～データドけし

ポよくて、秘計処理を施してむでカ・しくしち㌣お・うじゃ

ナよいが、理論的にむでヵ・しくしけううというのて“、と“

こへどう使フ†ニカ・覚之てナよいんボげと、アすりシス・オ

デ・バリアンスを使フ†二党ニバあるんですよ、ぼくは全

く内春については記惰が’ないんド。内房にフいては板元

君の方ガ紐フ’ているグもしれませんけど。といがくほく

力ぐやつ†二のは、いいう新レい教理兼訂け落を彼1仁

という二とガけ。そ4し邑坦騨軍に出し仁ら、進馬主軍はわ

がCフナよいんです、それを見て。

’それで、それがわかる人とい今ので、邸主事が今度は
’了メりカの耗計学者童呼び寄せすこ。来tこのがデミンゲぱ

ぺでT。デミンーゲのい1仁言業に、「日本の徒計はゴーイ

ンゲ・了ヘッドである」というのヵくあって、進んでいる

といういなニヒを依は・い．パ非常に評価してくれ†この

ほ、何カ’そ匂いう純計師ブよ技れわざヒ使っτ二一本当
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は使わなくても、いいんて“てよ一。（笑）これナよらわがるIまい

というのでソ史っす二わけで寸よ。

 テミングバヤ1てさて、Iま一ずけの競訂の人と誰乞し

ようといい払して、最初の会合を第一ボア1レか何がでや

っ仁。そこ・へ二いから数人出向いt1。住膝先生、森四

優三先生毛わらI牝†こ。向こうはデミング、通訳が都留重

人氏。液は・一・・一・。

両平 佐藤≡良一郎先生毛イ丁ブかそうち・ラ しゃっています。

都留さん勿英語はうまいんでびフ＜りしtこヒが。（笑）

河．田それは今HQに勤めていましtlがら。彼方岨訳し・
てくれて、 ばくたちバ何八日本のノ績計は何とかとη勝手な

こと乞しゃべる ヒ、郁留すん。が’ちゃ んと二う いう、？・うに

いう方がいいで†．よ一とか｛ それはこ一〉フですよとが、（笑）

通訳以上の二とをやって、催のいう方バしっが／／してい
るんド。し笑）

画平I別のとざでしょうグ、佐藤三先生は、あと斎麟；・盆’

郎†んと1・、いい竹と一精ド1すことが・て卵まし
才二一。

河田  その孝之、 デミ シブと一緒ドっ仁のは達之回あります。

第！回はそん律1二†こくぐル集よらナよかザ†こんです。一ぼく

が混乱しているか6レ札ナよいんて’’すけど’、！回8のあと

何回竜倉いましt1か弓。そういラ倉倉バ終わると一筆
．／回のと’ 怩ﾉぽがなり・才フィシ．ヤ1レというカ・・そうい
ブニヒで話もが†11・・’†1んで“I朴、・回、・回｛る！

デミ／ヅと個人6ヲに会、て、 そのヒざにほ水野一君㌣小川

柳んかレ削1行フて、彼バすフと出てい・†1間にt1
ばこをサッと木。ケ7トに入れt二り。（笑）ちゃんと覚之て

ますけどね。
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 デミンゲ’バ米†こ二とについて、日本科学キ支術皇盟バ依

をっかま之で品質管理の講義をプセ・†こんですよ。そ牝ガ

日科技連とデミンゲとの一フげがりで、デミング賞にフナよ

が’ Dるわけです。

亟平 了メリカド初めてち・いて“になっ†このドいっゴうで’

すヵ・。

河田 女7年です。 プリンスト／へ。ウィルクスバ米まし

て、 それのゼ：青多乞したということで、あ・ネいこといフてイ氏

ポ時んでくれてぺそれぐに一篇にせ話乞しt二のカ雌下
君で、みんナよそにゼれ行フ仁。

ネ久下 ノj・川一氏は行か†よか。す；て’1すよ。

ン丁田  あ、 ノド1‘1；移‘まイ了η＼ナよ々＼フ†こカ、。ゴ巴川君と、 あずま†二

毛行フ†こでしよう。

 われ。わ牝が税計でや・†・イ士事というめは、 もう！フは、

第一生命にいるとざに、「各国厄亡率の比較・というのを

書いた。『イヤー・ブック』というのがあるで’しよ．う・国

際追盟、 いまの国道で毎年出ているヤブ。あ牝をもとに

して、いうい州死亡率の比依をやっ†二んです。す二と之

ぼ、死亡卒が一番小すいヒころバ1千歳であるという一のは

舶どこ毛変わら寸よい。いいがえると、老化魂泉が’起こ

るのは！千歳がらドとい之ますわね，視力て“も味覚で舌、

イ町でもそうで’す。疋亡率も叶歳バー青ノド†い。 これはも

うピこも変わらナよい。

 未開国というのは、乳幼貝尿亡率が1高た宇＜τよフて、

．吾に下ガつて、ぐんと上が㌧ていく。存ヒると疋亡率バ

急に悪くなるんですよ。 その衣勿ムバ20歳前後にある．

日本ドとヵ・フィンランド、ハ／がリーナよんか、でいうの

は、そういう、31うにナよっていτ二んで†ね。一着低い、横
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Iさいというのは、ヨー口・ソノ＼。の先盗国のノドぐい国、才ラ

ン ダとφ・スウェ ーデン とがゲンマ ーク †三とカ・いう のは、

疋亡率は一番伍いんて“すね。天国はその中間だよんですよ、

了メリヵ．、イキ’リスなんかは。と二うバ、了メllカの苑

七字しかは戦争11よってあまつ動㍑よいんです．よ・ヨー

Fツノぐめ元栓小国では、戦・争なんがでぐらぐ㌻動く。そ
ういうことを単純にまとめて比較しt・のを書きましIt二。

それが第一生命の図書室に残っていると思うんです。

 そのこう、結核心、いろんいまはナよいて“すけれど’

台、明らかに稿棟がクいかラ、20歳前依の兎亡卒にちょ

っとムバでさる。 6しも緕核がナよくプよ札ば、その死亡率

がビう変わるヵ・ということを理論的に出〈うという二と

と考えようとしτこ。何か勿原因が除か仁仁ら疋亡率はど
う変化するかと’ ｢うこと。 それはちょうど“いよ勿レニュ

アル・セ才ソー、再生理甫のモテ1レにそっくりなんて“す

一よ。それでやっす二らビうかという請をして、保険協冷の

渡虹定さんに話しず1。それはあ・一もレうかラうといラので“

考えようとしすこんで‘すけれ。ビ毛、稿局セ才りティカルに
は一
激jュ了∫レ・セ才り■ということナよぺ／ですよ。

 戦争中に理論的ザ1をやつて．いるのを、戦後妻フ先
に、’ Xカ．／ジすビアの『アク手ユアル・ティ トスクリフ

トj というイ呆陳ヤ統計の・雑読で見フけ†二んです．、テ7り

ンドというのがフーりエ解析を使フて斗，ているんだね．

（実）あ牝て・ばくは倦飾き受‘けちゃつマ、22年にエ穴へ

秒フて、・まずやっ†二のは、レニコア∴し・セ才り一ナよんで

す． これについては穴勿＼勉。残し仁。 フーりエビ神’びフい

ているという二ともあフて． こうしてだ∠〉ドんもヒの月産

率の方へ戻ってくることになろんですけビね。そ牝か亨
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方々ザ会社に頼、ま牝て、いろいろ耗訂業務をヤつましト。

国鉄の／士事もやっ†こし。私は、実際の／士李をやる方バ〃

ヵ・つす1ん1て’’すよ。北1リ君はむしう講演をや。すご・1、理念

を説い仁リで。

 いしろい問題の1つは、東洋紡から頼ま札†1問題で、

山を買うとざに、ム師というくらいで、ムの値段といIう

のぽで†二亨めなんボそうで’すよ。ム茸買、て．、一木を切っ

て、 いわ咋るバ1レプ材左フくる。マのヒぐに、、中に圭之

ている木の評イ面が票6わけ。その評価として値渋芝っけ

るのバ本当舳に、いま．までは〔いうことし“やなくて、
†ll～．ム師が「幾ら・といフ†1ら、商い．。と’が安いとがいフ

                          ’てtこ1こいたりして夏フていす1。もフと伽酬に、どうい

う．｝・うにエバリュェートしにらいいが。 ！ムに珪之てい一

るノぐ1レフ。材に六よる石4文をどういう．ザうに推定するかや札、

というわけで“ヤ。†1二とあ4ほすよ。

面平 それは戦争荊？

河田 戦後、 そハとさには、6与ろんばく！人ではで’さ

まセんから、ほくと、当時同じエ穴にいす二国釆君ヒか、

林野庁の人に毛入っても÷フて、1芙隊大限府にある！フ

の松山にある松の石数の。推定を毅まれτこので’す。サ／7。

リングをするんで’てけれど’毛、 その地形が’、．陽の者ナこリ

ぐあいその他、ムの向二うの・斜面どこフらの斜面とで’は

全然圭う。ブからいろいろ考え、稿局、ノ各斜面で、陽の

当†1りぐあいバ円じに1よる・ようストリップをつくフて、

その又←りツ7’のサンプリン／ブをやっτ二んです。当仁プ

ア1外リソフ・の中でダ本ゴとに、仁と芝ば木の帥、日

の高“直径を調べる。々して葎局、石数を出いとい
うニヒ†よんです。木の種綴によって、直住と高くから、
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実際／ぐ1レγ才才として取れる石叙の家バあるんです5。松

の木のとウ勿表を利用して求幻、全体例ムから取れる石
数の推定を信頼惰をつけて出いこので’す。私のヤっ†こ／上

二事二でいいますと、ビワちかというと糸た冒すのイ士一事はかナよリ

〃い◆です。

両平・こつハあ・話のコレヒドーい計算概、あれはソ

ーターみ†こいな毛のでしょうかね。

河田 ぼくは見†こことない。尺豚、の娃兵廠までしか来な
かっτ1。あ・そら／嚇解読に用いllめて“し1う。

払下略れしいですよ。
画平 突は米田柱三先生のち・話を伺フたとぐに、＊田先

生が海軍．経理学校⑦とざにどっかの島で、ウェーキ島が

…’’’’
B

松↑ ゲ了ムですよ，

両平 ゲァム島が、そこで“出、て汀二。河中るんボろう。

そ．の前にシンがボールであフて、それは保険会社でウフ

と使っているんドララ。 ところバグアム島に保険倉社は

ナよい。そんは諸バあフす二んですけ’ど、や1ばつそのこう

は、ああいうソーターのようは台のは保険念社は・一・…。

河田  もちろ一んあり弐しτこ。 ソーターは舌ラろんありま
す。

両平 木レ1レス式とがって一…・・。（笑）

河田バ0ン手しましてね。それは大限丘兵廠まで持って
き†こということで、こ牝は見’てアよいんで寸バ1宋末まで’

来れば・第一・生命の係の者を連れて、1けば、少んすよ稀械

かずく’わかっ一t二のですバ。

面平 あと、むしろ一着新しいところズ、今度覆応では、
紀言す数学事吠ですヵ・、統計序次ユースですがバでさるの
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ですバ、最近はどう竜惰糾1’とが、そう’いう学科勿新設

が〃かフ†二。

河田 ORバ穴勿＼ありよしτ二ね。

両平 いろんは名前バある川二、まτ二隷計という名前室

あ1つけに戸よるといウのは……。

河田  これは松下君からいわれ†二んビ。

画平 やはりそうかパ．笑）

河田  五S工 （国際綾計学会）の教育稽談会の松下君か

らの話1～ドけビ、日本ゼや紀訂教育について六分劣フ

ているところが’ある、いいう誘が忠て一・。（定）
面平 震旅地は．こ二ですヵ・。（英一）

河田 日本じゃ、文学に統計学教室というのは／っれ
いでしょう。広島⑦糸紛科学針があるバ・・一。

才父下  いま、あんはハゼププよいで’すよ。

河田 どこカ・へいいうのバで汀ニシいいという誘星松
下君から伺って、慶応は私立ブかうやりヤブすいからとい

うので、っくろうがというごとと孝之す二わけナよんですよ。

ちょうと“理工掌却にしよう一慶応には理学部ヒいラの

はブよいんです、マういう話バか貼り前グらあラて、教学

をフくううという二とで、ぼくバ崎ば’れ仁のポかパ1

それバ頭にあって呼ば札す二んで’すべ。数学⑦核にで6な

ってくれよびんていう話で、もともと了メりヵφ・ら列つ

張られちゃフて、ぼくの知らぬうちに二つ刊1任命され
ず1という・二とナよんです。そして館局数理工学粁バで’亨ま

しtニバ、か慶埋工学弗にするについて、いプなり程亭の

人に、／分度は錬吉ナをっくったいんだけれビもといフす二ら、

二つ並等で「よつし守ガという調与にナ川ま・し11。理工
学者戸ドなるド・フいて、養こ学友叡理禾†学に改名することに
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しt二。 いまよて“教理．工学科といっていす二。 というの1よ、

工学部11あ一1が’、ぼ／たい政学科というっいけ三フ
†こ。 しかし丈音P省は、工学’都にあるのに老正学率廿という石

前はいけはいというんで’．数理工学科にはっτこんですけ

ビね。し1・し大体ビュアナよ数学をやフてい亡二んです。埋

工学都にはるについては、統計釈室を1本フ＜フて之れ

．といフtlんドけれども、数学を教理科学にしてい＜し

て、数学コースと耗計コースという二とにし†ニラどうヵ・

という二とで、それでもいい、でぐればいいんt～という

ご．ヒで、けバ神にスパズに通1はして、ことしの
斗月1・ハのようにいます。ド1・9講注数も、1、えて、

隷討コース3講座、数学コー一ス5講産つくるニヒにしに

わけでT。 行く行く は糸充打を、佃立プせるかどうかは琴’」

にして、もフといくしようと思っている。もう少しヵぐ
んげ才・しばもう少し穴？くナよっア；んで“すけど’、がんばりが’

足ザよくて3講座にびったんですよ。（笑）

松下 現在、本当にちヤんとし仁こいい人間を集めるとい
うのは大変て“すよ・。あんまり、1、やしても、変ブよ人間をキ乗

らナよざやナよら柱くなると、あとバ未なく枢っちヤいます

から。

河田・これは松下君からいわれす二んドけれど’毛、生物の

分の徒言ナバー着目本は弱いんです1今度勿うたい文句は、

耗計は一管理エ掌秤でもかナよりやっていろんですよ、駕馬

君．なんかバ時系列をやフていI’る．数理粁学ではかなりセ

才1ノティカレな部分をやろう、これはばくがやるっも’ノ

なんです、来午かう。来年ヵ・らとい；て6ノ年ぐらいし

かで亨ませんけれど’6。ハナンの本みア・いげことをセオ

りティヵ1レにごちんとやろうと考えているんです。確率
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の先生で田中津貫が／人乗る。

 ㍑1・ら、渋谷双昭君が来るのですバ、いま催バ列
†こいの1よ生物学への応用。これは打常に好ましいことて“、

ぜひゃ。てはしい。ごめ応用就計バ1講座。あとは私粋
の鮒で・ぼくバいナよいよ1†1ら考加数理秘計バ．牝
カ・弓がナよリ耗計が’がフす二もの。その3講座にアよると思う

んで†けれど毛ね。お・そ÷く渋谷君も旧1中君も来考度が

ら、 この半月ハ÷来ます。依÷の下に来る助教本受η・ノ講一＝

師1川、あるいは助手1㍍ていう何1／年延びるか6し’
れガ㍍。使うがまでごの’3雑の充実、乏してい／。

松下  そう．で’すね。 そ九バいいですよ・。

河田来柿かシー又タートしま寸げと、ま1～／与か又タ

ー←するんて“すか9、系た打の六字戸完の講義はないんマ“す、

よ。 しかし学生は従来もいる舌のですから、 ぽ＜は大学

牝の納をいざ1リ㌣るんでてよ、時系列請ピ・一一・。

松下 大学院」も女合まるわけですヵ・。

河田妨まザよいんτ～げと’、1いまある尺学隊の講義の中

の「応椚確率論・というところで統計をやる。数学へ来

る学生ははかの目立の尺学と産フて、ピュア材数学はつ
ヵ＼リャヲ？ているとは戸長らプ’よい人／で’一ギよ。

方公下  国立τこつ て、先生バあんすよこヒげかつやっている

がらそうナ～るんて“、よくナよいで’すよ。

河田 人の査佳というめが大古刀で・一…一。

松下 そういうものびんですよ。そんは達一中バ高等掌棟

ポこりの先生に1よ／1ますから、まτ1よくナよいですよ。

河田 現に6o人’学生バいるうち、辛分はほとんビ秘計に

並Lいこと。をヤつ丁二いとい・う。

末え下  そ札はいいでプね。
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・製鮒5

河田 現に昔通の就計星やらしているわけゼす。うちに・

篠崎信雄盾という講師がいるでしょう。推定論をやって

いる。彼がめんどう見てい6学生バ大・かいるんで’すよ。

†こがら、それを税計コースて“ちゃんとやううというこヒ
“

て ・一… o

松下 河帥んけ、研究所をフくろとハいだし、冷
度もそうで、日本で2フの耗訂の二践閃乏フくるナよんて、

そんな人はいプよいで’すよ。

河田  O K学会毛つくフている。（笑）

松下 ORの方け別として、税計一一一。
河田 そういう時期に、ザブがるんですよ。

松下 確かに時期もありますけど、 しかし、本当にそれ

は働率の棟計吏上特筆すべ3ことで、後せにで・と残り
ますよ。．

河田 それは！つには、あまり利口ナよ人はそういうこと

をヤらナ5いで寸よ。（実）榊にお・つちょこちょいなんで

寸ね。これは必要すゴと思っ†1ら、いろいろ孝之ないでし

やにむにやっtフやって…一・・。

松下 しかし、それで柱＜ちゃでご六～いで寸よ。

河中あまり孝之亙ぎると一。
本公下  それはダメで㌧すよ。

河田．だから、うちがか度就計コース乞っ／るんでポ
工学部が解体して理工学部にナ“るわけで、エ1掌部はいま

まで母体だ’から、いで諸フーから進めるということビや

ダメなんで、 いウちり直訴する。塾へ行ラて、理事と話

しかつてでざ†・んですよ。私のヤブつナハ手ヤランボラン

τごがうでポご⑦です。

画平  そんすよ二とはπいで一すよ、あとで方やんと残るん
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t三から。

孝公下  本当に珂旧ブんというωは一……。

河田 hは、新しが11厘1～から。

松下  てういうこと毛あるかもしれぬけれども、突裸の

実積としてでTよ。
画平 青、真島利行と一いう人がいまし†二ね、あ4先ノ生バ

北尺の理学考Pも大限の理学却もっくっτピという諦があり

まし亡1げと……。

河田ぼ．くのいうのは、でウても、自・かがそこバ狩に
六よっていつよでもあ・ろケという気は灯いんボ戸よ。後をい

い人力ぐ列ぐ継いて“くれτ二ら、それバー番いい。

松下 く札でなおいいんで寸け一ね。（笑）

河田 悪いところは残らびいように。（笑）

松下それは枯いうと・いまめ研究所確中でろ、こ
れとつくっす二はに河田ごんがいすよがフτこらで河か1
†ころうという二と．・め認識が、ぼくは非常に足1川いと．啓

うんですよ。

テ町田  そんナよことはいいですよ。

松下 いやいや、本歩はよくは＜マ、やフげリ河田さん

がお1っ†；からこそでプブζんで、†つざの石原穴住と”祐

にしろ何にしう、本当にぞゲルですよ。や、ば！1それ
は研究所にとフ、てけた功労者ですよ。今度は日本全体に

とっtニブて、慶応にそう一いう毛めをフくつナこということ

は、耗計学史上に残多一…一・。（笑）

河田 これば話バ別丁こけと“、了メ1ノカで毛そうなんで’す

よ、ヤ・ば／1。キャンリック・ユニバーシティーってい

うあは、歴史は古いんですよ。イと欠学院た掌だラたん
ですよ’。 それバ青一立むの欠字にびつて老正学をフくフ六ごんで“
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すけれビも、イ散々右こる舌ので・・・…。

松下  ㌧、1つからけっす二んで’すが、あてこへ。

1寸田舛ぐらいですよ。ぼくがプけ又レ11行1て
llると汁呼ばれて、・あザで活をしtl！）して・緬キ
ャンリックた学の数学孝正室を．エヤスノぐンドしよう、 穴1学

院のちゃルとしtl㌣フいくうう。創茨にがか1て、イ

ミンアチブをとっtl“ルカペソナこけと、それに秀画し
†ニニとにプよるわけで寸よ。 そこへ催が’定午で’やめて、ぽ

．くも日本へ帰／1、同じころ又イ又から来すこある教授も帰

ブト∫）・して、いまもあるんですバ、確率論きうすこ。六二六

学院毛景クバ薄’くなっすこ。．．．／95夕年からク0年まで’のいわ中る

確、率、耗計の穴学苑を出f二連中が感謝状をもらいましフニ

よ。

両予†ハカとが、そういう方の思い岩諸川就計関
係友少ししていす・ブけびいでしょう、カ・。

河田子メリカでは、ぼくは純粋牧学の講義はか！けら
†れtこんです。確率論の講義と7一りエ関／糸の講義茎主

にゃっτこんです。

 話は変．わりますヵぐ、新幹線のでさる前こうから、国歌

の合理化ヒいう二とで国二錬州士李をでいぶんやフ1㌧新

二軒稼の仁孝も少しチ伝、す二んです。 とにが＜一希隻に貨半η

輸送．ナよんかの問題で、叡学的に、あるいは歳計的にいろ

いろやっ て くれという 二とで、，固練へ約／0多血句さま し

アこ。それで、自錬の賃率め†こ’まりぐあい、スタンディン

ナ・タイ、ム勿問題を穴がでフすここヒバあるんです．国立

ド固飲研究所バあるて“しょう。あそこベチ～夕年前に打

ってパ1弓、ぼ＜バやつてい†1伝の引亨紬さの研究け
っているんですよ。／次えでヤ1†・問趨を・坤は2次元
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の床ガつでやっているとか。非常にうκしがっτこですね。

 われわれバやっ†こことを芙言奮のノぐンフレ・7トにしてタド

国へ酉己っている。ダイナよど’へ宣イネしていtこようです。 う

ちではこうだといっt1調子て二しょう。いかにも固飲が統
計㌃1’とかOIRを使フ了いる〔六よんですよ。（笑）τゴげと’

毎且李氏桃やって、たく寸んI蛾剣の連中バ集まフ’ ﾄ
ざて話をするで’しょう。 そうすると、ヤブつトイ土・事はとも

かくとして、使らが’勉強して耗訂自フびもめを孝之ようと

いう習慣がついて村1ことは、いままでにびが・τ・こと

ギとム等うんですよ。

両平1れに音卯私企れ111ら・・祉表が、駅ド／Tl．下
動かせますけど、国鉄の場合は外野席がタ温ゴて一一・・一。

河田 やっぱり現場に行く．と、オレはユキ又／ぐ一トで、

これはオレしがやれ松ナよんていう人間バいますし。貨車

がげらばらド人1てくるやフを駅1慎に並べヵ・之るのにビ

うす1かといったよう†よ二’とでポ種練上÷れはオレに

しヵ！でポよいんす～、ごめ方法バ㌧着竿いなんしいうのも
ありますし。新しいオ汝で、甚カに頼1らないでや一る方’疾と

か、61といい方広があるかどうか、ていうようなこと
を。いざなりゃれといフτ二7て、いままでぞめ部局のエヤ

スノ＼。一トとしてのメンッバあ？て、 その人が’反対しよす

よ。 こういうことはダメはんだ、程、家の深いわれわれ以

上にで’ぐるわけバないって。屯し、いいものがいぐ六パノ

虫てウすこら自分にちパノ色ないという急バあllますから。

定株ある新しいことを応用するというめは、むでかしい

ことですよ。その人†二ちを傷つけナよいようナよ研究倖剃て

やらプ～プやいヵ・ぬわけて“す．

 日本の国鉄は一盛んで“てバ、．アメリカはれように微生
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というのは余楴でしょう。もうほとんどダメびんで“寸。

ナよぜそうプよつτこがというのをウーレフスが’講演して、日

本て“はちゃんとノ統計やO R」年国鉄は使っている。（笑）と

ころが了メリカはち。と毛使わぬ。日本¢方がよ’フはビ

いいよゲいとをいうんドけビ’、よ㍑因のはみん吋
ういう、3・うに見之るんですね。われわれパ了メl／ヵばこ

・うやっているとかいった、て、た分遣うんですよ。突漂、

木ケはめてくれすこというカ＼、プッシュしてくれて……。

一面平河田先生は「←ド八’ジター・ナよんていうのは、ち・

託〃に六ポはしτこか。

河岡  家へ持って帰フ仁けれど竜、 よく は読んでいよセ’

ん。（笑）

西平 ハ毛パ1バとうジでいまレt二。
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